
介護施設向けのユニフォーム

工場直販で低コストを実現
現場のニーズを拾い上げ
高機能商品を提案
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　「要介護者を抱きかかえるときに邪魔
になる胸ポケットは不要」「PHSを引っ掛
けるタグが欲しい」。このほど開発した介
護施設向けユニフォームには、現場で働
く職員の声が生かされています。「現在
使っているユニフォームと比べると価格も
安いので、仲間にも教えたい」と施設か
らの評判は上 で々す。
　事業の柱は、アパレルメーカー向けに
仕様通りに製造を行うOEMでのシャツ
製造と、レジャー会社向けに企画、デザイ
ンから提案するODMでのウエア製造。そ
こへ5年ほど前から自社製造販売の商
品が加わりました。きっかけは同じ伊丹市
内の企業からユニフォームの製造依頼を
受けたこと。OEM、ODMと違い商社、小
売店などの流通を介さず、海外委託工
場で生産した製品を直接販売するため
「市販品の半額程度で販売できることも
強み」と岩井秀樹社長は言います。
　その後、介護施設の現場で働く職員と
話をしていると、抗菌・消臭機能を持つ

光触媒を利用した商品が求められる中、
ユニフォームにかける予算が限られてい
ることを知り、低価格で商品化できる同
社の強みを確認できました。他にも必要
とされている機能を組み合わせて商品
化。床下をはって作業する白アリ駆除業
者向けに、汚れにくく丈夫なナイロン素材
の作業着を提案したところ、大いに喜ば
れたそうです。
　「商品開発のヒントは全て現場にありま
す。半径20km以内の事業所、施設に絞
り丹念に声を拾い上げていきたいです」
と岩井社長。現在は近隣の介護施設の
ほか保育園にも足しげく通って現地の声
に耳を傾けています。さらに、検品、配送
作業を地域の障がい者施設に委託し始
めるなど、今後も地域との結び付きを強め
ながらビジネスを展開していく考えです。

成長期待企業
イチオシ！

中小企業支援ネットひょうごは成長性を見
込んだ企業を「成長期待企業」として選定
し、複合的な支援を実施。頑張る企業が誇
る製品を紹介します。
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「成長期待企業のイチオシ！」に登場する丸田シャツ。
工場直販商品の扱いが増えるにつれ当然利益率が上
がるわけですが、それをしっかり地域に還元しようとし
ています。地域密着の姿勢が共感を呼び、またビジネ
スに返ってくる、という好循環が期待できそうです。
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事業内容：シャツ、ユニフォーム、ワーク・ライフ・バランスウエアの製造・販売 
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◎丸田シャツ株式会社の
　機能性ユニフォーム


